
キャリアビジネス科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

企業のなかで必要とされる、簿記会計・税務会計の専門知識と、数字を読み解く力・

考え抜く力・最後までやり抜く力を蓄える。本科の教育課程ならびに学修目標を達成

した者は、企業の戦力となりうる人財として卒業ならびに専門士としての要件を満た

す。 

 

 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年次では、会計に関して基礎から難易度の高い検定取得のために取組む。二年

次では、ビジネスパーソンの基礎能力を高め、実践型学習として問題解決型販売実

習を行い、自ら課題を見つけ解決するスキルを習得する。 

 

1．一年次では、徹底的に基礎学力を身につけ、簿記のベーシック検定を習得する。 

2．一年次の後期では、難易度の高い日商簿記 1 級取得を目指しながら、自己特性に

気づくことで就職意識を高めていく。 

3．二年次の前期では、企業と連携した授業を実施し、問題解決型販売実習に取組む。 

4．二年次の後期では、就職をめざし活動する。 

 

 

 

  



メディカルスタッフビジネス科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

医療事務に関連した専門知識を習得し、思いやりの心（相手の立場）を持ち、自ら

考えて行動（考動）・最後までやり抜く力を蓄え、医療業界でのスペシャリストを輩出

する。本科の教育課程ならびに学修目標を達成した者は、企業の戦力となりうる人財

として卒業ならびに専門士としての要件を満たす。 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年次では、医療業界を知る。（病院見学・企業と連携した授業・医療業界の方と

の語やびら等）また、医療事務検定取得のために取組む。 

二年次では、医療業界に関連した専門知識を深めるとともに、調剤事務や介護事

務の基礎を学ぶ。また、病院・クリニック等のインターンシップを通して、実践的な

スキルを身につけ、自ら課題を見つけ解決するスキルを習得し就職意識を高める。 

 

1．一年次では、徹底的に基礎学力を身につけ、医療事務技能審査試験を習得する。 

2．一年次の後期では、難易度の高い診療報酬請求事務能力認定試験の取得を目指すと

ともに、企業と連携した授業を実施する。 

3．一年次の後期より二年次の前期にかけて、就職意識を高めるための、就職研修を実

施する。  

4．二年次の前期は、引き続き企業と連携した授業を実施し、医療現場の実例をもとに

医療業界の知識を深める。また、医療機関でのインターンシップを実施することで、

実践的なスキルを身につけ、自ら課題を見つけ解決するスキルも習得する。 

5．二年次の中期では、インターンシップで学んだ事を活かし、就職をめざし活動す

る。卒業基準等を満たし、早期出社を目指す学生も増えてくる。 

6．一・二年ともに、検定取得だけではなく、思いやりをもって、相手のために何がで

きるのかを常に考え考動できる人財を育成する。  

 

  



エアラインビジネス科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

エアラインビジネス科では、本校の精神と教育理念に基づき、科目の学習と海外視

察研修を通して、日本国内の航空業界だけではなく、海外でも活躍できるホスピタリ

ティや接客マナーを身につけた人材を育成することを目標としています。本科の教育

課程ならびに学修目標を達成し、以下の資質と能力を身に着けた学生として卒業なら

びに専門士の要件を満たす。 

 

1． ホスピタリティ精神を持ってお客様に最高のおもてなしを提供できる。 

2． 航空業界において幅広い知識を持ち語学力に長けた人材。 

3． 沖縄の文化や社会について知識のある人材。 

 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年次では、業界で求められる語学力や基礎学力を伸ばし、国内・海外視察研修や

インターンシップでは知識や国際感覚を身に着ける。二年次では、接客スキルコンテ

ストや課外活動など実践的なカリキュラムを導入し、航空業界に対応できるスキルを

習得する。専門教育に関しては、次の方針で臨みます。 

 

1． 英語の 4技能をバランス良く身に着けられる科目の提供。 

2． 観光・航空業界で実践できる語学力と一般教養が身に着く科目の提供。 

3． 航空業界で活躍するために必要な専門知識を身に着けられる科目の提供。 

 

 

 

  



国際リゾート観光科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

ホテル観光学科・国際リゾート観光科では、専門学校那覇日経ビジネスの精神と教

育理念に基づき、科目の学習と海外視察研修を通して、日本国内の観光業界だけでは

なく、海外でも活躍できるホスピタリティや接客マナーを身につけた人材を育成する

ことを目標としています。本科の教育課程ならびに学修目標を達成し、以下の資質と

能力を身に着けた学生として卒業ならびに専門士の要件を満たす。 

 

1． ホスピタリティ精神を持ってお客様に最高のおもてなしを提供できる。 

2． ホテルサービスの基本から法規や各部門の専門知識に長けた人材。 

3． 沖縄の文化や社会について知識のある人材。 

 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年次では、業界で求められる語学力や基礎学力を伸ばし、国内・海外視察研修や

インターンシップでは知識や国際感覚を身に着ける。二年次では、接客スキルコンテ

ストや課外活動など実践的なカリキュラムを導入し、観光業界に対応できるスキルを

習得する。専門教育に関しては、次の方針で臨みます。 

 

1．英語の 4技能をバランス良く身に着けられる科目の提供。 

2．ホテル業界や観光業界で実践できる語学力と一般教養が身に着く科目の提供。 

3．ホテル業界や観光業界で活躍するために必要な専門知識を身に着けられる科目

の提供。 

 

 

  



国際英米学科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

国際英米学科では、本校の精神と教育理念に基づき、留学と科目の学習を通して、

グローバル人材として相応しい英語力を身に着け、観光立県沖縄を支える人材の育成

を目標としています。本科の教育課程ならびに学修目標を達成し、以下の資質と能力

を身に着けた学生として卒業ならびに専門士の要件を満たす。 

 

1． 実用的なビジネス英語を運用することができる。 

2． 国際感覚を身に着け、語学を生かして活躍できる。 

3． 何事においても積極的に行動できる。 

4． 柔軟な姿勢で意見を傾聴するとともに、自分の意見を明確に伝えることができ、

相互理解を図ることができる。 

 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年次では、基礎から応用まで英語力を伸ばすと同時に海外語学研修やインターン

シップの際に必要な教養・専門知識を身に着ける。一年次の後期に実施する海外語学

研修では今まで学んだ英語を実践しながら、グローバルな経験を積んでいく。二年次

では海外留学・大学進学・英語を活かした就職のために更に英語力を高める。また、

企業と連携しながら、授業や課外活動などの実践的なカリキュラムを導入しグローバ

ル人材として活躍できるスキルを習得する。専門教育に関しては、次の方針で臨みま

す。 

 

1．英語の 4技能をバランス良く身に着けられる科目の提供。 

2．日本人・沖縄人としてのアイデンティティーについて理解し、それを海外に発信で

きるようになるための科目の提供。 

3．観光やビジネスの分野で実践できる英語力と教養が身に着く科目の提供。 

 

   



公務員ビジネス科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

国家公務員、地方公務員試験合格を第一の目標とし、県内外の地域社会に貢献でき

る人材を育成する。本科の教育課程ならびに学修目標を達成した者は、公務員や民間

企業で活躍する人材として、卒業ならびに専門士としての要件を満たす。 

 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年次では、公務員 1 次試験教科については基礎から見直しながら、合格を目指し

て取り組んでいき、また並行しながら資格取得を目指す。二年次では、国家・地方の県

内外の公務員試験に向けて、合格対策を行う。 

 

1．一年次の前期から中期にかけて、公務員試験の基礎対策を行いながら、漢字検定や

ビジネス系検定などの検定取得に取り組んでいく。 

2．一年次の後期では、公務員試験対策の応用発展として、カリキュラムの科目数を増

やし、演習問題・模擬試験にも取組んでいく。 

3．二年次の前期から中期では、公務員試験直前対策として、1次試験の演習問題・模

擬試験を中心に、2次試験の模擬面接にも取り組む。 

4．二年次の後期では、就職に向けての準備期間として、Excel検定やビジネス系検定

取得に取り組む。 

 

 

 

  



 

公務員速成科のポリシー 

 

◆ディプロマ・ポリシー（卒業認定・専門士称号に関する方針） 

国家公務員、地方公務員試験合格を第一の目標とし、県内外の地域社会に貢献でき

る人材を育成する。本科の教育課程ならびに学修目標を達成した者は、公務員や民間

企業で活躍する人材として、卒業の要件を満たす。 

 

 

 

◆カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

一年課程として、公務員試験合格にむけて、1次対策の科目を中心に学びながら、2

次試験対策を進める。またビジネス系の検定を取得しながら、民間企業への就職活動も

行う。 

 

1．一年次の前期から中期にかけて、公務員 1次試験の合格対策を行いながら、2次試

験の面接対策に取組んでいく。 

2．一年次の後期では、ビジネス系の検定を取得し、就職に備える。 

 

 

  


